




























































































































































①人間中心／状況中心 We haven't got any bread yet. パンがまだ出ていない。
②人間の全体／人間の一部 I've got a pain in my stomach. 胃が痛む。
③所有表現／存在表現 I have a fever. 熱がある。
④する的／なる的 Oh, I spilled it. あ，こぼれちゃった。
⑤移動表現／推移表現 Kyoto was approaching. 京都が近づいてきた。
⑥他動詞構文／自動詞構文 I see a mountain. 山が見える。
⑦知覚表現／存在表現 I found it. あったぞ。
⑧知覚表現／状況表現 I heard shouting. 叫び声がした。
⑨所有表現／状況表現 I have a headache coming on. 頭痛がしてきた。
⑩ 1人称代名詞
　　／ゼロ形・場所表現 Where are we now? ここはどこですか。
（表 1）にある①－⑩はそれぞれ，英語話者と日本語話者が知覚した同一事態を言語化し
たものである。つまり，英語話者と日本語話者は同じ事態を知覚しているにもかかわらず，















































 （a）I don' believe him. （b）Don't believe him.
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（subject of conceptualization） と そ れ に よ っ て 解 釈 さ れ る 概 念 化 の 対 象（object of 
conceptualization）という 2つの異なる役割を持つ <存在 >が必須要素としてあることが分
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のである。このような <取り込み >操作は【 5】に示すように未来の事態も可能である。
　【 5】「明日の 3時頃は，友達とテニスをしているわ。」
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